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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
架空送配電線の温度上昇や許容電流に対する周囲気象条件,とくに太陽放射や風速,気温などが与える
影響に関する研究は従来あまり発表されていない｡本論文はとくに南方熱帯圏における送配電線の設計に
必要な資料を提供することを一目的として,架空電線の温度上昇と最高許容電流,およびこれに関連して
柱上変圧器の温度上昇などと周囲気象条件との関係について理論的実験的研究を行い,多くの有用な知見
を提供したものであって,その主な成果を要約すると次の通 りである｡
1.架空電線の温度上昇に与える気象条件として,太陽放射を中心とする日射や気温,風速などについ
て各地域に亘って調査検討し,さらに各種架空電線の表面の熱伝達率,熱放射率などと,これに対する日
射,風速の影響についての資料を与えた｡
2.架空送配電線に採用されている裸硬銅線,硬 AB線,ACSR線,耐熱 ACSR線,合金線などの場
合について,最高許容温度,表面の熱伝達率,周囲気象条件などの基準条件が,負荷電流と温度上昇との
関係に与える影響について理論的に検討を行い,これら電線の許容安全電流を求めた｡さらにこれら電線
の温度上昇と許容電流に対する気象条件の影響を暗算できる計算式および図表を与えるとともに,これら
電線の負荷電流と温度上昇に関する屋外実験結果と理論計算結果と大体一致することを明らかにした｡
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3.架空配電線に採用されているビニルおよびポリエチレン絶縁電線についても前記と同様な理論的実
験的研究を行って有用な資料を提供した｡
4.南方熱帯圏の気象条件のことなる地域毎について,各種架空電線の温度上昇と許容電流について理
論的に解析し,それらの略算式を与えて,厳しい高温,高日射条件における架空電線の設計指針を明らか
にした｡
5.配電線用柱上変圧器の温度上昇に対して,主として日射と気温が与える影響について理論的 ･実験
的に解析を行って,厳しい気象条件における柱上変圧器の設計に-指針を与えた.
以上を要するに本論文は,架空送配電線と柱上変圧器の温度上昇に与える日射や風速,気温などの気象
条件の影響について理論的 ･実験的に研究を行って,この分野における多くの新しい知見と有用な資料を
提供したものであって,学術上 ･実際上貢献するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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